

























山の影響を受け、若 ころは朱子学へ 尊信や明代の注釈 活用など羅山 教え 沿った思想を展開してい 。だが、やがて素行が独自の思想 確立すると、それら 羅山からの影響は否定されていった。しかし一方では、羅山からの影響が生涯残り続けたと思われる面もある。今後、羅山や素行の思想史的位置を考えるうえでも、 大學論語等聞書』 さらなる研究が必要であろう。










の儒者としても知られている。素行の儒学における師は、林羅山（一五八三～一六五七）である。素行は幼いころから父 方針で学問を学んでいたが、九歳 ころ 羅山の門に入り、正式に儒学を学びはじめた。この間の事情について、素行 自伝的著作である『配所殘筆』には以下のようにある。
 
 


















で学んでいたと推測される。寛文五年（一六六五）成立の『山鹿語類』 門人による序 は「先生（素行のこと―引用者注） 、四書諺解五十餘冊を述す。大概羅山林道春の講意を宗とす」 （ 『山鹿語類』






















羅山の講義を書留め 素行のノートが残っている。そ が山鹿文庫所蔵 『大學論語等聞書』である。こ はその題名が示す通り、 『大學』 『論語』についての講義を筆記し ものである 周知のよう 『大學 『論語』 とも朱子学の基本テキストである「四書」の一篇をなす。したがって 四書の講義は朱子学者羅山の教育の根幹をなすものと考えられ、 羅山の教えを知るうえで格好の対象であろう。 こで本稿 は同書から見える羅山の講義内容の特色、
林羅山による山鹿素行への講義について（石橋） 





























「林子」 （後述―引用者注）は林羅山で、 『大學』 『論語』の講義筆記である。故に勿論先生（素行を指す―引用者注）の純粹の著述ではないが、自己の意見を以て要點と思ふ
點を筆記した半ば自作の文であるから準著述と見る
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には「寛永十四」と「林子先生踊意」と かれ いる。寛永十四年は西暦 六三七年にあたり、この き素行は十六歳であった。 「林子」とは当然、羅山のことを指すと思われる。し がって そのすべてが寛永十四年の一年間に書か
林羅山による山鹿素行への講義について（石橋） 
























































の解説は、この中の傍線を附した部分 「色を好む」 （ 「好色」 ）についてのものである。
 
 
この解説ではじめに目に留まるのが「尚書」の語であろう。ここでは、 『尚書』 （ 『書経』 ）の記述を参考として出し






















 － 167 －
〇史書
 










































「宋ノ河少川」 「宋ノ陳道甫」 「王陽明」 「司馬」 （司馬光） 「後漢ノカキ」 （賈逵） 「サセイアン」 「明ノ李南黎」 「新宇甫」
 

















































ものであったということができよう。また、それに際し 広く諸書を参照しており、その中 は陽明学のような明代のものや和書なども含まれている。こ いっ 点が『聞書』から見え 羅山の講義の特色である。
 


























 若き素行にとって儒学とは、取りも直さず程朱学のことであった。その思想に曲折があるといっても、それは老荘や神道など他の思想の重要性に対する認識に変化があった て、儒学ではながらく程朱学によ いた。漢唐の
林羅山による山鹿素行への講義について（石橋） 
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26）
など、全面的に朱子学に沿っていたわけではない。このような学問状況の中で、羅
山は新注のみによる講義を行っていた。しかも、その講義の中では従来の権威であった博士家を直截批判している。このような講義が、聴く者にあら な時代の到来を感じさせたであろうことは想像に難くない。素行も、羅山の講義から朱子学こそが儒学の正統 あるという認識 得たのだろう。
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羅山の作り出した方向性に沿って自身 思想を発展させていたのである。その羅山からの教えは、ながらく素行の中で血肉となっていたのであろ 。三十代に かれた『修教要録』が、程朱学を中心として明代の書物 参照しているのは、そのことの表れであ 。だが やがて羅山 ら学んだ方法論は素行の中で違和感を覚える になっていった
林羅山による山鹿素行への講義について（石橋） 


















に朱子学を批判した仁斎や徂徠には見られない。 素行が日本のことにも触れる一因として、 『論語』 の講義に際して 『源氏物語』を例に出す、羅山 教え方があったと見るべきであろう。
 
 





附けられ いる。もとより儒学を志していた だったが 幕
府からの要請により『六韜』 『三略』などの兵書の講義


























 ここで羅山は、 「礼」をもっぱら身分 上下を厳格化するも
として説いている。これには、江戸期の社会体制と朱子



















































朱子学一尊 考え方ととも 明代の注釈 活用も含まれていた。 つまり、 素行が乗越えなく はならないと感じた 「朱子学」の中には、明代の注釈から得 像が混入していたと考えられるのである
 
 
ここから考えられるのは、素行の批判の対象となっ とされる「朱子学」と はじめ 段階ですでに羅 による
偏向を受けていたので ないかとい ことである。そうで
あれば、従来のように素行の思想を宋儒の著作だけと直截
























































たとえば中山広司『山鹿素行の研究』 （神道史学会、 九八八）では「林羅山のもとで儒学 基礎を固めたこ

































































22）清原家の経書解釈については水上雅晴「清原家の『論語』解釋―清原宣賢を中心 ― （ 『北海道大学文学研究





 － 180 －
聴塵』は「至善」について「佛教ニ合テ云ハ、譬ハ、妙覚




























































39） 『日本封建思想史研究』 （青木書店 一九六一） 。また同氏の素行の研究として「山鹿素行の思想的転回（上）







Lectures given by Hayashi Razan to Yamaga Sokō 
mainly described in Daigaku-Rongo-Tō-Kikigaki in the 
Yamaga Book Collection owned by the National Institute of 
Japanese Literature 
ISHIBASHI, KENTA 
Yamaga Sokō studied Confucianism under Hayashi Razan since his 
young age. In order to know Sokō's thought formation, it is important to 
know what kind of teaching Sokō received from Razan. However, sufficient 
research has not been done so far because it was thought that there was no 
historical material for investigate. In this article, by using the notes 
written down by Sokō on lectures given by Razan, Daigaku-rongo-tō–kikigaki 
held in the Yamaga book collection, we examined the contents of Razan's 
teaching and how the teaching influenced Sokō's thought. The 
Daigaku-rongo-tō–kikigaki was a lecture note on both the Daxue (The
Great Learning) and the Lunyu (the Analects). Sokō wrote this lecture note 
when he was sixteen. This lecture note tells us that Razan was giving a 
lecture based on Zhu Xi's Lunyu-jizhu (Collected comments on the Analects). 
Razan's lectures also widely refers to various books. Criticisms toward the 
Kiyohara family appeared noticeably in his lectures who can be interpreted 
as his manifestation of the intention to breach the conventional authority 
and to open up a new era. Being influenced by such Razan, when he was 
young, Sokō had developed thought in line with Razan's teachings such as 
reverence for the Zhu Xi school and his use of commentaries of the Ming 
dynasty. However, as Sokō eventually forming his own ideas, the influence 
from Razan was gradually denied. However, there are also some aspects 
which suggest that Razan's influence had remained for the rest of Sokō's 
life. In order to understand the positions of Razan and Sokō in the history 
of ideas, further research on the Daigaku-rongo-tō–kikigaki will be
necessary. 
